 議題３ 

平成２５年４月１５日
白井市庁舎建設検討委員会
庁舎整備基本計画策定・基本設計業務委託
の発注方法について
１．予算額　　４９，３５０千円（H25：10,857千円、H26：38,493千円）
２．発注先　　建築設計事務所（設計コンサルタント）
３．発注方法　　
白井市では、一定額以上の工事や業務委託について、業種や金額に応じ一般競争入札又は指名競争入札により発注しています。
本業務の業種分類となる設計等コンサルタントに関しては、品質確保の観点から指名競争入札で実施しており、一般競争入札は導入していません。
また、入札以外の方法としては、価格以外の要素も加味し相手方を選定するプロポーザル（随意契約の一種）方式が考えられます。
なお、発注方法については、最終的に白井市入札契約審査会に諮り決定する予定です。
	
	指名型競争入札
	プロポーザル（随意契約）

	１．方法
	・信頼のおける事業者を指名し、価格により競わせ選定する。
	・事業者の実績、技術力、企画提案等により競わせ選定する。
・価格については、多くの場合、点数化し評価項目としている。

	２．メリット
	・価格競争のため、公正性が高い。
・廉価な業務が期待できる。
・発注手続きが短期間ですむ。
	・高いノウハウやアイデアを期待できる。
・プレゼンテーションにおいて、事業者の技術力や提案内容を確認できる。
・品質の高い成果が期待できる。

	３．デメリット
	・事業者や担当者の技術力等の確認は難しい。
・仕様書により品質が左右されるので、細かな業務仕様を定める必要がある。
	・審査員による審査で決定するため、公正性は劣る。
・提案書作成に係る参加者の負担が重い。
・発注手続きが長期間となる。
・審査項目、配点等を定める必要がある。

	４．備　考
	
	・指名型及び公募型の二通りの手法がある。


　
